
（1）電子届出と書面届出の作業比較（事業者） 
 

処理作業 電子届出 書面届出 
1.届出書作成 基本情報入力済（登録済） 

入力補助あり 
ミス防止機能つき 

手書き or PC ソフト 
or 届出作成支援システムで作成 
※届出作成支援システムのみ入

力補助＆ミス防止機能つき 
2.届出書印刷 なし 必要 
3.提出方法 24 時間可能（届出期間中） 郵送 or 直接自治体窓口へ 
4.照会 少ない 多い 
5.照会方法 届出システム（24 時間可） 電話＆FAX 等 
6.届出書コピー なし（システムで参照可） 必要 
7.過去の届出との比較 過去の届出データ（電子届出の

み）有。比較可 
毎年コピー保管なら比較可 

 
（2）電子届出の主な利点（事業者） 

①24 時間届出作成＆提出可能（届出期間中） 
②届出作成にあたり、入力補助機能、ミス防止機能つき 
③変更届出作成が簡単 
変更ボタンをクリックすると、一度提出した届出内容が、既に入力済の状態で変更届出作成画

面へ。必要な箇所を入力、変更すれば、変更届出完成⇒届出ボタンをクリック（提出） 

 

  



④照会回答処理は 24 時間回答可能（届出期間中）。 
照会回答（変更不要、変更届出等）は、こちらで対応できます。 

 

 
⑤届出データ保存、過去の届出データ閲覧可能。 
⑥担当者による、複数事業所の届出作成は一覧表示され、処理もラク。 
⑦自治体への連絡や、メモ保存が可能。 

 
例：工場休止中のため、2016 年は 
届出を提出しません。 
 
 
 
 
 
 

（3）電子届出の安全性 
PRTR 電子届出システムにおいては、サーバ証明書を用いて通信を暗号化しており、事業者

は安全に通信を行うことができます。 


